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【過去問 1】 

次の観察について問いに答えなさい。 

（北海道 2007 年度） 

ＴさんとＳさんは，水中の生物を用いて，次の観察を行った。 

観察１ 図１のように，水そうＡに池の水を入れ，明るい窓辺に置いた。数週問後，水そうＡの水が緑色に

なっていた。このときの水そうＡの水を顕微鏡で観察すると，緑色の小さな植物がたくさん見えたが，

ミジンコなどの動物は見えなかった。 

観察２ 図２のように市販の飲料用の水が入ったペットボトルの中に３日間入れておいたミジンコを，顕微

鏡で観察すると，図３のように消化管が透き通って見えた。 

観察３ 図４のように，あらたに用意した水そうＢに，観察１で緑色になった水そうＡの水を半分移し，水

そうＡと並べて明るい窓辺に置いた。次に，観察２でペットボトルの中に３日間入れておいたミジン

コを，水そうＢの中に入れた。１週間後，水そうＢではミジンコが増えており，このミジンコを顕微

鏡で観察すると，図５のように消化管が緑色に見えた。このとき，図６のように，水そうＡの水の色

は緑色のままであったが，水そうＢの水の色はうすい緑色になっていた。 
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問１ 次の文の ⑴ ， ⑵ に当てはまる語句の組み合わせとして正しいものを，ア～エから選びなさ

い。 

観察２では，ミジンコの消化管をくわしく観察するため，顕微鏡の視野(見える範囲)を図３のようにして

いたが，視野を広げて他のミジンコを探すためには，対物レンズの倍率を  ⑴ する方法がある。こ

のとき，視野が明るくなるので，観察しやすい明るさにするには， ⑵ で調節するとよい。 

ア ⑴─高く，⑵─調節ねじ イ ⑴─高く，⑵─しぼり板(しぼり) 

ウ ⑴─低く，⑵─調節ねじ エ ⑴─低く，⑵─しぼり板(しぼり) 

 

問１  

 

問１ エ 

 

問１ 視野を広げるには倍率を低くする。明るさの調節はしぼり板で行う。 
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【過去問 2】 

次の問いに答えなさい。 

（青森県 2007 年度） 

問１ 図は，リンゴを縦に切ったときのようすを模式的に表したものである。図中

のアは，リンゴの花の何が変化したものか，名称を書きなさい。 

 

 

問１  

 

問１ 胚珠 

 

問１ 図中のアはリンゴの種子で，胚珠が変化したものである。 
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【過去問 3】 

次の問いに答えなさい。 

（岩手県 2007 年度） 

問７ 京子さんは，右の図のようなルーペを用いてツツジの花のおしべとめしべを観察しました。次のア～

エのうち，手に持った花を観察するときのルーペの使い方として正しいものはどれですか。一つ選び，

その記号を書きなさい。 

ア ルーペを目に近づけて持ち，花を前後に動かしながら，よく見え

る位置をさがして観察する。 

イ ルーペを目から離して持ち，花を前後に動かしながら，よく見え

る位置をさがして観察する。 

ウ 花を目から離して持ち，ルーペを前後に動かしながら，よく見え

る位置をさがして観察する。 

エ ルーペと花を近づけて持ち，そのまま一緒に前後に動かしなが

ら，よく見える位置をさがして観察する。 
 

問８ 健太さんは，
ら

裸
し

子植物と
ひ

被
し

子植物の花の違いについて調べるために，マツとアブラナの花の観察をしま

した。次の図Ⅰは，マツの枝の先端部分とその拡大図です。また，図Ⅱは，アブラナの花のつくりを示し

た模式図です。図Ⅱのア～エのうち，図ⅠのＡにあたるものはどれですか。一つ選び，その記号を書きな

さい。 

  

 

問７  

問８  

 

問７ ア 

問８ イ 

 

問８ 図ⅠのＡは雌花にある胚珠。図Ⅱのイが胚珠で，ウは子房。 
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【過去問 4】 

陽子さんは，光合成と呼吸について調べるために，理科室の水そうで育てているオオカナダモを用いて，下の

実験１，２を行った。あとの問いに答えなさい。 

（山形県 2007 年度） 

【実験１】 光合成と呼吸によって出入りする気体について，次の①～⑥の手順で調べた。 

① ビーカーに入れた青色のＢＴＢ溶液に，ストローで呼気を吹き込み，Ｂ

ＴＢ溶液の色を緑色にした。 

② ２本の試験管ＸとＹのそれぞれを，①のＢＴＢ溶液で満たした。 

③ 試験管ＸとＹのそれぞれに，同じぐらいの大きさのオオカナダモを入

れ，そのあとすぐ，それぞれの試験管にゴム栓をした。 

④ 試験管Ｙの全体をアルミニウムはくでおおった。 

⑤ 試験管ＸとＹを，図１のようにして窓辺に置き，試験管ＸとＹに，同じ

ように１時間光を当てた。 

⑥ ⑤のあと，試験管Ｘ，Ｙ内のＢＴＢ溶液の色の変化を観察した。 

 

 

問１ 右の表は，⑥で観察した，実験の

結果を示したものである。次の問いに

答えなさい。 

   

表 試験管Ｘ 試験管Ｙ 

ＢＴＢ溶液の色 青色になった。 黄色になった。 

   

⑴ 次の文章は，陽子さんが，試験管Ｙについての結果をもとに，考えたことをまとめたものである。 

 ａ ， ｂ にあてはまるものの組み合わせとして適切なものを，あとのア～エから一つ選び，記号で

答えなさい。 

試験管Ｙ内でＢＴＢ溶液の色が黄色になったことから，ＢＴＢ溶液が ａ になったことがわか

る。これは，試験管Ｙ内では，オオカナダモが    ｂ    ため，ＢＴＢ溶液に溶けている二酸化

炭素の量が増加したからだと考えられる。 

ア ａ 酸性 ｂ 呼吸は行わないで光合成を行った 

イ ａ 酸性 ｂ 光合成は行わないで呼吸を行った 

ウ ａ アルカリ性 ｂ 呼吸は行わないで光合成を行った 

エ ａ アルカリ性 ｂ 光合成は行わないで呼吸を行った 

⑵ 試験管Ｘ内でＢＴＢ溶液の色が青色になったことから，ＢＴＢ溶液に溶けている二酸化炭素の量が減少

したことがわかる。試験管Ｘ内のＢＴＢ溶液に溶けている二酸化炭素の量が減少したのはなぜか。その理

由を，試験管Ｘ内のオオカナダモにおける二酸化炭素の出入りに着目して，光合成と呼吸という二つの用

語を使って書きなさい。 
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【実験２】 細胞の中のどこで光合成が行われるかを，次の①～③の手順で調べた。 

① 光合成を十分に行わせたオオカナダモの先端近くの葉を数枚とり，それ

らの葉を熱湯にひたした。 

② ①で処理した葉を，図２のようにして，熱湯であたためたエタノールの

中に入れ，葉の緑色をぬいた。 

③ ②で処理した葉を，水洗いしてからスライドガラスに１枚のせ，ヨウ素

液を加え，プレパラートをつくって，顕微鏡で観察した。  

問２ 実験２の②について，エタノールをあたためるとき，エタノールの入った試験管を火で直接加熱するこ

とは，危険なため行ってはならないが，それはなぜか。その理由を，エタノールの性質に着目して簡潔に

書きなさい。 

問３ 実験２の③のとき，青紫色に染まった小さな粒が数多く見られた。次の文章は，陽子さんが，このこ

とをもとに，考えたことや調べたことをまとめたものである。 ｃ ， ｄ にはあてはまる語

を， ｅ にはあてはまる言葉を，それぞれ書きなさい。 

小さな粒が青紫色に染まったのは，粒の中に ｃ が含まれていたためである。 ｃ は，小さな

粒において光合成が行われることによってできたと考えられ，この小さな粒は ｄ とよばれてい

る。 ｃ は，   ｅ   という性質をもつ糖に変わり，その性質をもつことによってからだの

すみずみまで運ばれる。 

 

問１ 

⑴  

⑵ 

 

 

 

問２  

問３ 
ｃ  ｄ  

ｅ  

 

問１ 

⑴ イ 

⑵ 

例 

 光合成によってとり入れられた二酸化炭素の量のほうが，呼吸によって出された 

二酸化炭素の量より多いから。 

問２ 例 エタノールに引火するおそれがあるから。 

問３ 
ｃ デンプン ｄ 葉緑体 

ｅ 例 水にとけやすい 

 

問１⑴ 試験管Ｙはアルミニウムはくでおおわれているので，中まで光が当たらない。 

⑵ 試験管Ｘでは，オオカナダモは光合成と呼吸の両方を行っている。 

問３ ヨウ素液はデンプンに反応して青紫色に変わる。デンプンは水にとけにくい。 
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【過去問 5】 

美香さんのクラスでは，県内のある場所で，１泊２日の宿泊学習を行った。そのときに，天気図を使っ

て気象の学習を行ったり，星や植物を観察したり，岩石の採集を行ったりした。次の問いに答えなさい。 

（山形県 2007 年度） 

問４ 美香さんは，宿泊学習の２日目に，ある山の八合目(標高 1400ｍ)で野外観察を行った。次のⒶの問題に

答えなさい。 

Ⓐ 野外観察をして見つけた被子植物を，双子葉類と単子葉類に分類することにした。葉脈の特徴によって

分類するとき，それぞれの葉脈のどのような特徴に着目すればよいか。それぞれの葉脈の特徴を書きなさ

い。 

 

問４ 
 

 

 

問４ 

Ⓐ 例 

 双子葉類の葉脈は網目状になっており，単子葉類の葉脈は平行に通っ

ていること。 
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【過去問 6】 

次の実験について，問１～問３の問いに答えなさい。 

（福島県 2007 年度） 

実験１ 

① ホウセンカを，十分に光が当たる場所に８時間おい

た。 

② 緑色の茎の一部を切り取り，あたためたエタノールの

中に入れ，脱色した。  

③ 脱色した茎を水洗いした後，薄く輪切りにしてヨウ素液にひたし，その断面を顕微鏡で観察した。 

 図１，図２は，観察した茎の断面の顕微鏡写真とその模式図である。 

結果 茎の断面の輪の形になったアの部分に，青紫色に染まった粒がたくさん

観察された。 

実験２ 

２本のホウセンカＡ，Ｂを光の当たらない場所に４日間おいた。その後，

Ａは実験１の②，③の処理をし，観察した。Ｂは図３のように葉以外の部分を

すべてアルミニウムはくでおおい，十分に光が当たる場所に８時間おいた後，

実験１の②，③の処理をし，観察した。 
 

結果 Ａでは青紫色に染まった粒は観察されなかったが，Ｂでは実験１と同じように，青紫色に染まった

粒が観察された。 

問１ 図２のイとウが集まっている部分を何というか。その名まえを書きなさい。また，被子植物を根，茎，

葉の特徴をもとに２つのなかまに分類したとき，図２から考えて，ホウセンカは何というなかまに入る

か。書きなさい。 

問２ 実験１で，図２のウは青紫色に染まらなかった。次の文は，その理由について述べたものである。

(ａ)，(ｂ)にあてはまる物質名を書きなさい。 

ホウセンカがつくる( ａ )は，ヨウ素液で青紫色に染まる。( ａ )は( ｂ )に変えられて図２

のウに入っているため，ウは青紫色に染まらなかった。 

問３ 実験２のホウセンカＢで，実験１と同じように青紫色に染まった粒が観察されたのはなぜか。その理由

を葉，茎という２つのことばを用いて書きなさい。 
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問１ 
名まえ  

なかま  

問２ 
(a)  

(b)  

問３  

 

問１ 
名まえ 維管束 

なかま 双子葉類 

問２ 
(a) デンプン 

(b) 糖 

問３ 
光合成により葉でつくられた養分が，茎にデンプンとしてたくわえ

られたから。 

 

問１ 茎の維管束が輪の形に並んでいるのは双子葉類の特徴である。 

問２ 図２のウは師管で，デンプンが糖(ヨウ素液で青紫色に染まらない)に変えられて運ばれている。 

問３ 葉でつくられたデンプンが糖に変えられて茎まで運ばれ，茎で再びデンプンに変わり，たくわえられている。 
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【過去問 7】 

次の問いに答えなさい。 

（茨城県 2007 年度） 

問６ 図は，ある
ひ

被
し

子植物の茎の横断面の
も

模
しき

式
ず

図である。●は
どう

道
かん

管を表し，○

は
し

師
かん

管を表している。道管と師管の分布の
とく

特
ちょう

徴から，この植物は 

 あ 類であると考えられる。次の①，②の問いに答えなさい。 

①  あ にあてはまる語を書きなさい。 

② この植物の葉の横断面の模式図で，道管と師管の分布を表しているもの

を，次のア～エの中から一つ選んで，その記号を書きなさい。ただし，

は葉の表を， は葉の裏を表している。 
 

 

 

問６ ①  類 ②  

 

問６ ① 双子葉 類 ② イ 

 

問６ 

① 図より，道管と師管が輪の形に分布しているので，双子葉類とわかる。 

② 葉では，道管は葉の表側，師管は葉の裏側を通っている。 
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【過去問 8】 

図１のような，
・
ふ(緑色をしていない部分)入りのアサガオの葉を用

いて，次の手順で実験を行った。 

実験 ① 
はち

鉢植えのアサガオを１日暗所におく。 

② 図２のようにアルミニウムはくを用いて，葉の一部を表裏

ともおおい，葉全体に光を十分にあてる。 

③ アルミニウムはくをはずし，葉を熱湯に入れる。 

④ 葉をあたためたエタノールにつけ，脱色する。 

⑤ 葉を水につけ，やわらかくする。 

⑥ 葉をヨウ素液につけ，葉の色の変化を調べる。 

 

 

この実験に関して，次の問１～問４の問いに答えなさい。 

（茨城県 2007 年度） 

問１ 葉の一部をおおったのは何のためか，「
ひ

比
かく

較」という語を使って書きなさい。 

問２ 葉の緑色の部分の断面を
けん

顕
び

微
きょう

鏡で観察したところ，細胞の中に緑色の
つぶ

粒が見られた。この粒を何という

か，書きなさい。 

問３ この実験で，色が染まる範囲を，例にならって線ですべて囲み，その線の内側をぬりつぶしなさい。 

 

問４ 次のア～キの中から，
・
誤

・
っ

・
て

・
い

・
る

・
も

・
のを二つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア 植物は，光合成をするとき，光が必要である。 

イ 植物は，夜間，呼吸をしている。 

ウ 植物は，光合成をしている間，呼吸をしていない。 

エ 根から吸い上げられた水は，道管を通り植物全体にいきわたる。 

オ 根から吸い上げられた水は，水蒸気となって
き

気
こう

孔から出ていく。 

カ 光合成で吸収される気体は，二酸化炭素である。 

キ 呼吸で排出される気体は，酸素である。 
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問１  

問２  

問３ 

 

問４   

 

問１ 光があたったところとあたらなかったところを比較するため。 

問２ 葉緑体 

問３ 

 

問４ ウ キ 

 

問１ アルミニウムはくでおおった部分には光があたらない。 

問２ 光合成は葉緑体で行われる。 

問３ 葉のふの部分は葉緑体がないので，光合成は行われず，色は染まらない。アルミニウムはくでおおった部分

には光があたらないので，同様に色は染まらない。 

問４ ウで，呼吸はいつも行われている。キで，呼吸では二酸化炭素が排出される。 
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【過去問 9】 

次の問いに答えなさい。 

（栃木県 2007 年度） 

問７ 植物の茎の内部にあり，道管と師管が集まっている部分を何というか。 

 

問７  

 

問７ 維管束 
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【過去問 10】 

植物の葉で行われている光合成について調べるために，次の実験⑴，⑵，⑶を行った。 

（準備） ・暗室中の水そうに１日置いたオオカナダモを用意する。 

 ・一度沸とうさせて気体を追い出した水を用意する。 

⑴ 用意したオオカナダモの葉を１枚取り，熱湯に入れた後で，温めたエタノールにしばらくつけ，軽く

水気を取ってからヨウ素液を１滴落として顕微鏡で観察したところ，青紫色に染色された部分は見

られなかった。 

⑵ 用意したオオカナダモを，試験管Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄに１本ずつ入れ，次の表のような条件にして光

の当たる場所に数時間置いたところ，そのうちの１本で気泡の発生が観察できた。なお，試験管は

水を満たしてからゴム
せん

栓をして，外の空気が中に入らないようにした。 

  試験管Ａ 試験管Ｂ 試験管Ｃ 試験管Ｄ  

 試験管に

入れる水 

用意した水 

 

用意した水 

 

用意した水に呼気を

吹き込んだもの 

用意した水に呼気を

吹き込んだもの 

 

 
試験管の 

周囲 

全体をアルミニウム

はくで包む 

アルミニウムはくで

包まない 

全体をアルミニウム

はくで包む 

アルミニウムはくで

包まない 
 

⑶ 実験⑵で気泡の発生が観察できたオオカナダモの葉を３枚取り，１枚はそのまま，１枚は酢酸オ

ルセイン液で染色してから，１枚は実験⑴と同様にヨウ素液を１滴落としてからそれぞれ顕微鏡で

観察したところ，下の図１，図２，図３のように見えた。 

 

 図１ 図２ 図３ 

このことについて，次の問１，問２，問３，問４の問いに答えなさい。 

（栃木県 2007 年度） 

問１ 実験⑴で，温めたエタノ－ルに葉をしばらくつけておく理由を簡潔に書きなさい。 

問２ 実験⑴では，オオカナダモを暗室中に１日置くことで，葉のデンプンが水にとけやすいものに変化し

て，葉で使われたり，からだの各部に移動して利用されたりしたと考えられる。葉のデンプンが変化して

できる，水にとけやすいものは何か。 

問３ 図２のａ，ｂの名称を順に正しく表しているのはどれか。 

ア （葉緑体・核） イ （細胞壁・核） ウ （核・葉緑体） エ （核・細胞壁） 
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問４ 下の   内の文は，この実験についてまとめたものである。①，②のそれぞれに適する試験管の組み合

わせを下のアからカのうちから一つずつ選び，記号で書きなさい。また，③に適するつくりを図２のａ，

ｂ，ｃ，ｄのうちから一つ選び，記号で書きなさい。 

  実験⑵より，（ ① ）の結果を比べることで，オオカナダモの光合成には二酸化炭素が必要であり，

（ ② ）の結果を比べることで，光が必要であることが確かめられた。また，実験⑴，実験⑶より，光

合成は細胞内の（ ③ ）の中で行われたと考えられる。 

ア ＡとＢ イ ＡとＣ ウ ＡとＤ  

エ ＢとＣ オ ＢとＤ カ ＣとＤ 

 

問１  

問２  

問３  

問４ ①  ②  ③  

 

問１ 
例 

葉の緑色をぬく(脱色する)ため。 

問２ 糖 

問３ ウ 

問４ ① オ ② カ ③ ｂ 

 

問１ 葉の緑色が残っていると，ヨウ素液による色の変化が観察しにくくなる。 

問２ デンプンは水にとけないので，そのままでは師管を通って運ぶことができない。 

問３ 染色液で赤紫色に染まるのは核，緑色の粒は葉緑体である。 

問４ 調べる条件以外は同じにする(対照実験)。呼気を吹き込んだ水には二酸化炭素が含まれている。アルミニウ

ムはくで包むと，日光が当たらなくなる。 
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【過去問 11】 

次の問いに答えなさい。 

（群馬県 2007 年度） 

問２ 双子葉類について，次の文の ① ， ② のそれぞれに当てはまる語の組み合わせとして適切なもの

を，下のア～エから選びなさい。 

双子葉類では，葉脈は ① に通っていて，根は ② になっている。 

ア [① 平行 ② ひげ根] イ [① 平行 ② 主根と側根] 

ウ [① 網目状 ② ひげ根] エ [① 網目状 ② 主根と側根] 

 

問２  

 

問２ エ 
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【過去問 12】 

ツユクサを用いて，葉のはたらきについて調べる実験と観察をしました。次の問１～問３に答えなさい。 

（埼玉県 2007 年度） 

実験 

１ 鉢に植えたツユクサを２つ用意してＡ，Ｂとし，一昼夜暗い部屋に置いた。 

２ 次の日，Ａ，Ｂに透明なポリエチレンの袋をかぶせ，根もとの部分で袋の口をしばり，ポリエチレ

ンの袋にストローをさしこんで息を同じ回数吹きこんだ。 

３ 気体検知管を用いて，それぞれの袋の中の酸素の割合(％)と二酸化炭素の割合(％)を測定した。 

４ 袋にあけた穴をふさいだのち，図１のように，Ａは光の当たるところに置き，ＢはＡと同じ場所で

箱をかぶせて光が当たらないようにして置いた。 

 

図１ 

５ 数時間後，気体検知管を用いて袋の中の酸素の割合と二酸化炭素の割合をそれぞれ測定したとこ

ろ，Ａでは，酸素が増え，二酸化炭素が減っていた。一方，Ｂでは酸素が減り，二酸化炭素が増えて

いた。また，Ａの袋の内側はくもっていた。 

６ Ａにかぶせた袋をとり，図２のように，塩化コバルト紙を葉の表側と裏側の両方からガラス板では

さんだ。 

７ １～２分おいてから，塩化コバルト紙の色の変化を調べたところ，表側に比べて葉の裏側に用いた

塩化コバルト紙の方が濃い赤(桃)色に変化していた。 

 

図２ 
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観察 

１ 実験で用いたＡ，Ｂのツユクサからそれぞれ葉をとり，断面の切片をつくった。 

２ １の切片に水をたらしてプレパラートをつくり，顕微鏡で観察したところ，Ａ，Ｂともに，緑色の

小さな粒をふくむ細胞が数多く見られた。 

３ ２のプレパラートの切片を漂白剤で脱色して水洗いをしたのち，ヨウ素液をかけた。 

４ ３のプレパラートを顕微鏡で観察したところ，Ａの切片では，緑色だった小さな粒が青紫色に染ま

っていた。一方，Ｂの切片では，青紫色に染まった部分は見られなかった。図３はこのときのスケッ

チである。 

 

図３ 

問１ 実験の５で，Ａ，Ｂの袋の中の酸素の割合(％)と二酸化炭素の割合(％)が変化したのはなぜですか。

Ａ，Ｂのそれぞれについて，理由として最も適切なものを，次のア～エの中から一つずつ選び，その記号

を書きなさい。 

ア 光合成のみが行われ，呼吸は行われなかったから。 

イ 光合成は行われず，呼吸のみが行われたから。 

ウ 光合成と呼吸の両方とも行われたが，光合成の方がさかんに行われたから。 

エ 光合成と呼吸の両方とも行われたが，呼吸の方がさかんに行われたから。 

問２ 実験の６，７の結果から，Ａのツユクサにかぶせたポリエチレンの袋の内側がくもっていたのは，葉の

中の水が水蒸気となって出てきたことによるものと考えられます。このように，植物の葉の中の水が水蒸

気となって空気中に出ていく現象のことを何といいますか。その名称を書きなさい。 

問３ 光合成について，実験と観察で確かめられたことは，次のア～エのうちどれですか。その記号をすべて

書きなさい。 

ア 光合成には光が必要であること。 

イ 光合成ではデンプンがつくられること。 

ウ 光合成には水が必要であること。 

エ 光合成は葉緑体で行われること。 
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問１ 
Ａ  

Ｂ  

問２  

問３  

 

問１ 
Ａ ウ 

Ｂ イ 

問２ 蒸散 

問３ ア，イ，エ 

 

問１ 呼吸は，昼も夜も行われ，酸素を取り入れ，二酸化炭素を出す。光合成は光の当たるときに行われ，二酸化

炭素を取り入れ，酸素を出す。光が当たるときは光合成も呼吸も行われており，光合成が呼吸よりさかんであ

る。 

問２ 実験７で，塩化コバルト紙が赤色に変化したのは，葉から水が水蒸気となって出てきたからである。 

問３ 観察４のＡ(光に当たっている)の結果は，緑色だった粒(葉緑体)がヨウ素液によって青紫色に染まっている

(デンプンができている)。実験７で観察された水は，蒸散によるものである。 
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【過去問 13】 

植物の光合成について調べるため，次の実験を行った。これに関して，あとの問１～問４の問いに答えなさい。 

（千葉県 2007 年度） 

実験① 試験管Ａ，Ｂ，Ｃに水を入れて，緑色のＢＴＢ液を３滴ずつ加

え，それぞれの試験管にストローで息を吹き込み，液の色を黄色に

した。 

 図１のように，試験管Ａは，一昼夜暗室に置いたオオカナダモを入

れて栓をした。試験管Ｂは，一昼夜暗室に置いたオオカナダモを入れ

て栓をし，アルミニウムはくでまわりをおおった。試験管Ｃは，オオ

カナダモを入れずにそのまま栓をした。  

 ② 試験管Ａ，Ｂ，Ｃを明るい窓ぎわに２時間置いた。試験管Ａの液の色は緑色に変化したが，試験

管Ｂ，Ｃの液の色は変化しなかった。 

 ③ ②の試験管Ａ，Ｂのオオカナダモからとった葉を，熱湯にしばらく

ひたしてからスライドガラスにのせ，カバーガラスをかけてそれぞれ

のプレパラートをつくり，顕微鏡で観察した。 

 どちらの葉にも細胞の中に緑色の小さな粒Ｘがたくさん見えた。図

２は，そのときのスケッチの一つである。 

 

 ④ それぞれのプレパラートからカバーガラスをはずし，   を１滴落とし，再びカバーガラスを

かけて顕微鏡で観察した。 

 試験管Ａの葉の細胞の中のＸは青むらさき色に変わったが，試験管Ｂの葉の細胞の中のＸは変化

しなかった。このことから試験管Ａの葉の細胞の中のＸで光合成が行われて，デンプンがつくられ

たことがわかった。 

問１ 実験③で，細胞の中に見えた緑色の小さな粒Ｘの名称を書きなさい。 

問２ 実験④の文中の   に入るものはどれか。ア～エのうちから最も適当なものを一つ選び，その符号を

書きなさい。 

ア エタノール イ フェノールフタレイン液 ウ ベネジクト液 エ ヨウ素液 

問３ 試験管ＡとＢの実験結果を比べると，オオカナダモが光合成を行うときに何が必要なことがわかるか。

また，試験管ＡとＣの実験結果を比べると，オオカナダモが光合成を行うときに何を吸収したことがわか

るか。それぞれ最も適当なことばを書きなさい。 
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問４ 次の文は，先生と生徒の会話の一部である。文中の ａ ， ｂ に入ることばの組み合わせはどれ

か。ア～エのうちから最も適当なものを一つ選び，その符号を書きなさい。 

先生：光合成でデンプンがつくられることがわかりましたね。光合成でつくられたデンプンはどうなりま

すか。 

生徒：水に溶けやすい ａ になり， ｂ を通って植物のからだのすみずみに運ばれます。 

先生：そのとおりです。運ばれたあと，植物のからだをつくるのに使われたり，果実などにたくわえられ

ます。光合成は，植物にとってとても大切なはたらきですね。 

ア ａ：アミノ酸 ｂ：道管 イ ａ：アミノ酸 ｂ：師管 

ウ ａ：糖 ｂ：道管 エ ａ：糖 ｂ：師管 

 

問１  

問２  

問３ 
ＡとＢ  

ＡとＣ  

問４  

 

問１ 葉緑体 

問２ エ 

問３ 
ＡとＢ 光 

ＡとＣ 二酸化炭素 

問４ エ 

 

問１ 緑色の小さな粒(葉緑体)で光合成が行われる。 

問２ ヨウ素液はデンプンに反応して青むらさき色に変わる。 

問３ 試験管Ｂはアルミニウムはくでおおっているので，光が当たらない。試験管の液には，息の中の二酸化炭素

が含まれている(酸性)。試験管Ａは緑色(中性)になり，二酸化炭素が使われたことがわかる。 

問４ デンプンは水に溶けないので，糖に変えて運ばれる。 
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【過去問 14】 

次の各問いに答えよ。 

（東京都 2007 年度） 

問１ 図１はある植物の茎の断面の写真である。この植

物の葉と根の特徴について述べたものとして適切な

のは，次のうちではどれか。 

ア この植物は単子葉類で，葉脈は網状であり，根は

主根と側根になっている。 

イ この植物は単子葉類で，葉脈は並行であり，根は

ひげ根になっている。 

ウ この植物は双子葉類で，葉脈は網状であり，根は

ひげ根になっている。 

エ この植物は双子葉類で，葉脈は並行であり，根は

主根と側根になっている。 

 

 

問１  

 

問１ イ 

 

問１ 図１のように茎の維管束が散らばって分布しているのは単子葉類である。 

 



1 生物の世界(中１) 植物・花のつくり・光合成・根・茎・葉・植物の分類 2007 年度 

23 

【過去問 15】 

次の各問いに答えなさい。 

（神奈川県 2007 年度） 

問１ 右の図は，ある植物の茎の断面の
い

維
かん

管
そく

束のようすを模式

的に示したものである 

 この植物の葉脈と根の
とく

特
ちょう

徴として考えられる記述の組み

合わせとして最も適するものを，次の１～４の中から一つ

選び，その番号を書きなさい。 

 

  葉脈 根  

 １ 平行に並ぶ 主根と側根 

 ２ 
あみ

網
め

目
じょう

状  主根と側根 

 ３ 平行に並ぶ ひげ根 

 ４ 網目状 ひげ根 

 

問１  

 

問１ ２ 

 

問１ 図のように茎の維管束が輪の形に並んでいるのは双子葉類の特徴である。 
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【過去問 16】 

ある植物を用いて次の実験を行った。あとの問いに答えよ。 

（福井県 2007 年度） 

ある植物を，暗い場所に十分な時間おいた後，同じ量の葉を二つの
とう

透
めい

明な
ふくろ

袋 (袋Ａ，袋Ｂ)に入れ，
みっ

密
ぺい

閉した。それぞれの二酸化炭素の割合(濃

度)を気体検知管で測定したところ，二つの袋の中の二酸化炭素の割合は

同じであった。そして，袋Ａは日光があたる場所で，袋Ｂは暗い場所で

それぞれ３時間放置した(図１)。その後，それぞれの袋の中の二酸化炭

素の割合を気体検知管で測定したところ，①どちらの値も実験前とは異

なっていた。ただし，二つの袋は光以外の条件は同じとする。 

 

 

 

次に，それぞれの袋の葉を取り出し，熱湯につけた後，②エタノールを

使って葉の緑色をぬき，水で洗った。そして，その葉をヨウ素液にひた

したところ，③袋Ａから取り出した葉は青紫色になったが，袋Ｂから取り

出した葉は青紫色にはならなかった。 

問１ 葉で，二酸化炭素などの気体が出入りする部分の名前を書け。 

問２ 下線部①について，次のア～ウを二酸化炭素の割合が低い順に記号で書け。また，二酸化炭素の割合が

最も低い空気について，そのようになる理由を書け。 

ア 実験前の袋Ａの中の空気 イ 実験後の袋Ａの中の空気 ウ 実験後の袋Ｂの中の空気 

問３ 下線部②について，葉の緑色をぬくために，エタノールを入れたビーカーをどのようにするのがよい

か。最も適当なものを次のア～エから選んで、その記号を書け。 

ア ガスバーナーで熱する イ 熱湯につける ウ 室温におく エ 氷水につける 

問４ 葉が緑に見えるのは植物細胞のどの部分によるものか。その部分を図２のａ～ｆから選んで，その記号

と名前を書け。 

問５ 下線部③について，袋Ａから取り出した葉には何がつくられたと考えられるか。そのつくられた物質の

名前を書け。 

 

問１  

問２ 
記号  ，            ，  

理由  

問３  

問４ 
記号  

名前  

問５  
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問１ 気孔 

問２ 
記号 イ ， ア ， ウ 

理由 光合成によって二酸化炭素が使われたから。 

問３ イ 

問４ 
記号 ｄ 

名前 葉緑体 

問５ デンプン 

 

問２ 実験後の袋Ａの葉では，光合成が呼吸よりさかんに行われ，二酸化炭素が実験前より減少する。実験後の袋

Ｂの葉では，呼吸だけが行われ，二酸化炭素が実験前より増加する。 

問３ あたためたエタノールを使う。エタノールは火がつきやすいので，直接加熱しない。 

問４ 葉が緑色をしているのは，葉緑体(図２の小さな粒)に含まれている緑色の色素のためである。 

問５ 袋Ａの葉では光合成が行われ，ヨウ素液で青紫色に変わるデンプンができている。 
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【過去問 17】 

一郎さんは，いろいろな植物のつくりについて調べた。次の問１，問２の問いに答えなさい。 

（山梨県 2007 年度） 

問１ 図１は，エンドウのめしべの断面を，図２は，マツの雄花と雌花のりん片を示した模式図である。 

 次の⑴，⑵の問いに答えなさい。 

⑴ 図１のように，めしべは，Ａ・花柱・Ｂの３部分から成り立っている。Ａ，Ｂの名称を，それぞれ書き

なさい。 

⑵ 
はい

胚
しゅ

珠は，図２の中ではどの部分か。胚珠にあたる部分をすべて塗りつぶしなさい。 

   

問２ 図３は，一郎さんがエンドウを観察したときのスケッチである。 

 次の⑴，⑵の問いに答えなさい。 

⑴ 被子植物の根の形は，単子葉類と双子葉類では，その特徴が異なっている。エンドウの根の形は，どう

なっていると考えられるか。その特徴がわかるように図にかき入れなさい。 

⑵ 次の植物を根の形からみたとき，エンドウと違う仲間に

分けられるものはどれか。次のア～エの中から一つ選び，そ

の記号を書きなさい。また，選んだ植物の根の形を何という

か，その名称を書きなさい。 

ア アブラナ イ トウモロコシ 

ウ ホウセンカ エ アサガオ 
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問１ 

⑴ Ａ  Ｂ  

⑵ 

 

問２ 
⑴ 

 

⑵ 記号  名称  

 

問１ 

⑴ Ａ 柱頭 Ｂ 子房 

⑵ 
例  

問２ 
⑴ 

例  

⑵ 記号 イ 名称 ひげ根 

 

問１ 

⑴ めしべの先端の部分(Ａ)は柱頭，もとのふくらんだ部分(Ｂ)は子房という。 

⑵ 胚珠は雌花についている。雌花の下側の２つの部分を塗りつぶす。 

問２ 

⑴ 図３より，エンドウの葉の葉脈は網目状で双子葉類とわかる。根には主根と側根がある。 

⑵ トウモロコシは単子葉類で，根はひげ根である。 
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【過去問 18】 

アサガオを使い，光合成について調べた。各問いに答えなさい。 

（長野県 2007 年度） 

〔実験〕 

１ １日目の午前９時，図１のように，ふ入りの

アサガオを入れたＡとＢの口を閉じ，気体検知

管で，ふくろ内の酸素の割合を測定した。その

後，ＡとＢをつけたままのアサガオを暗室に一

昼夜置いた。 

２ ２日目の午前９時に酸素の割合を測定した。 

３ 午前９時から正午まで日光を当てた。 

４ 正午に酸素の割合を測定した。 

５ ４の測定の後，ふくろ内の葉にデンプンがあ

るかないかを調べた。 

 

〔結果〕 

  

問１ アサガオの説明で，適切なものを次のア～オからすべて選び，記号を書きなさい。 

ア 被子植物である イ ひげ根である 

ウ 茎の横断面の維管束は散らばっている エ 子葉は２枚である 

オ 葉脈は網目状である 

問２ アサガオの葉の表皮を顕微鏡で観察した。図２は，そのスケッチである。 

① Ｇの部分の名称を漢字２字で書きなさい。 

② Ｇの部分から水が水蒸気となって大気中に出ていく現象を何というか。漢字

２字で書きなさい。 

 

問３ 気体検知管の使い方として適切なものを，次のア～エから２つ選び，記号を書きなさい。 

ア 気体検知管は，気体を吸い込む側の一端だけを折って，気体採取器にとりつける。 

イ ハンドルをくり返し引き，気体検知管内になるべく多量の気体が入るようにする。 

ウ ハンドルを引いてから気体検知管の色が変化するまで待ち，目もりを読む。 

エ 酸素用検知管を使用する場合は，発熱するのでやけどに注意する。 
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問４ 〔実験〕の下線部の操作を行ったのは，「葉の中にある ① を ② ため」である。 ① ， 

 ② に当てはまる最も適切なものを，次のア～キからそれぞれ１つずつ選び，記号を書きなさい。 

ア 水 イ デンプン ウ 酸素 エ 葉緑体  

オ なくす カ 増やす キ 一定に保つ 

問５ 表１で，アサガオの呼吸のはたらきのみで引き起こされたと考えられる変化はどれか。ア～エから適切

なものをすべて選び，記号を書きなさい。 

問６ アサガオの葉でデンプンがつくられるとき，次の①，②を確かめるには，表２のＣ～Ｆのどれとどれを

比べればよいか。下のア～カから適切なものを１つずつ選び，記号を書きなさい。 

① 日光が必要かどうか ② 緑色の部分が必要かどうか 

ア ＣとＤ イ ＣとＥ ウ ＣとＦ  

エ ＤとＥ オ ＤとＦ カ ＥとＦ 

 

問１  

問２ 
①  

②  

問３   

問４ ①  ②  

問５  

問６ ①  ②  

 

問１ ア  エ  オ 

問２ 
① 気孔 

② 蒸散 

問３ ウ エ 

問４ ① イ ② オ 

問５ ア  イ  ウ 

問６ ① オ ② カ 

 

問１ アサガオは被子植物の双子葉類(子葉は２枚，葉脈は網目状)である。 

問２ ① 図２で，葉緑体を含む孔辺細胞で囲まれたすき間を気孔という。 

問４ 葉にできたデンプンは，からだの各部で使われるため，全身に運ばれる。 

問５ 呼吸のみが行われたときは，ふくろの中の酸素の割合が減っている。また，光が当たっていたのは 2 日目の

Ｂのふくろだけである。 

問６ 調べる条件だけを変えて，他の条件は同じにする(対照実験)。 
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【過去問 19】 

植物の葉のはたらきについて調べるため，次の〔実験１〕と〔実験２〕を行った。 

〔実験１〕 ① 図１のようなふ入りの葉をつけたアサガオの鉢を，一昼夜，暗室に置いた。 

② 一昼夜，暗室に置いたアサガオの鉢を暗室から取り出し，図２のように葉の一部をアルミニウ

ムはくで表裏ともにおおい，十分に光に当ててからその葉を切り取った。 

③ 切り取った葉からアルミニウムはくをはずし，その葉を熱湯に入れた後，あたためたエタノー

ルに浸した。 

④ この葉を水につけた後，ある溶液につけて葉の色の変化を観察した。 

  表は，葉のａ，ｂ，ｃ，ｄのそれぞれの部分の色の変化をまとめたものである。 

 ただし，葉の緑色の部分には葉緑体があるが，ふの部分には葉緑体がないものとする。 

    

表 

葉 の 部 分 ある溶液につけたときの色の変化 

ａ 十分に光に当てた緑色の部分 青紫色に変化 

ｂ 十分に光に当てたふの部分 変化なし 

ｃ アルミニウムはくでおおった緑色の部分 変化なし 

ｄ アルミニウムはくでおおったふの部分 変化なし 

〔実験２〕 ① 〔実験１〕とは別のアサガオの鉢に無色透明なポリエチレンの袋を根もとまでかぶせ，根もと

のところでポリエチレンの袋の口をしばった。 

② 袋に小さな穴をあけてストローを差し込み，息を数回吹き込んだ後，二酸化炭素用気体検知管

と酸素用気体検知管で，袋の中の気体にしめる二酸化炭素と酸素の割合(濃度)を調べた。 

③ 次に，袋の穴をふさぎ，十分に光に当てた。その後，ふたたび袋に小さな穴をあけて，二酸化

炭素用気体検知管と酸素用気体検知管で，袋の中の気体にしめる二酸化炭素と酸素の割合(濃度)

を調べた。 

次の問１から問４までの問いに答えよ。 

（愛知県 2007 年度 A） 
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問１ 〔実験１〕の①で，アサガオの鉢を，一昼夜，暗室に置いた理由として最も適当なものを，次のアから

オまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 

ア 葉にデンプンをたくわえるため。 

イ 葉にあるデンプンを消費させるため。 

ウ 葉に酸素をたくわえるため。 

エ 葉にある二酸化炭素を消費させるため。 

オ 葉の温度を下げるため。 

問２ 〔実験１〕の④で，アサガオの葉をつけたある溶液とは何か。その名称を書け。 

問３ 〔実験１〕で，光合成に光が必要であることと，光合成が葉の緑色の部分で行われることを確かめるた

めには，それぞれ図２のａ，ｂ，ｃ，ｄのどの部分の実験結果を比較すればよいか。最も適当なものを，

次のアからカまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 

ア 光合成に光が必要であることを確かめるためには，ａとｄの実験結果を比較し，光合成が葉の緑色の部

分で行われることを確かめるためには，ａとｂの実験結果を比較する。 

イ 光合成に光が必要であることを確かめるためには，ａとｄの実験結果を比較し，光合成が葉の緑色の部

分で行われることを確かめるためには，ｂとｃの実験結果を比較する。 

ウ 光合成に光が必要であることを確かめるためには，ａとｄの実験結果を比較し，光合成が葉の緑色の部

分で行われることを確かめるためには，ｂとｄの実験結果を比較する。 

エ 光合成に光が必要であることを確かめるためには，ａとｃの実験結果を比較し，光合成が葉の緑色の部

分で行われることを確かめるためには，ａとｂの実験結果を比較する。 

オ 光合成に光が必要であることを確かめるためには，ａとｃの実験結果を比較し，光合成が葉の緑色の部

分で行われることを確かめるためには，ｂとｃの実験結果を比較する。 

カ 光合成に光が必要であることを確かめるためには，ａとｃの実験結果を比較し，光合成が葉の緑色の部

分で行われることを確かめるためには，ｂとｄの実験結果を比較する。 

問４ 〔実験２〕の②と③の結果を比較したときの袋の中の気体にしめる二酸化炭素と酸素の割合の変化につ

いて述べた文として最も適当なものを，次のアからキまでの中から選んで，そのかな符号を書け。 

ア 袋の中の気体にしめる二酸化炭素の割合も酸素の割合も変化しなかった。 

イ 袋の中の気体にしめる二酸化炭素の割合も酸素の割合も減少した。 

ウ 袋の中の気体にしめる二酸化炭素の割合も酸素の割合も増加した。 

エ 袋の中の気体にしめる二酸化炭素の割合は減少したが，酸素の割合は変化しなかった。 

オ 袋の中の気体にしめる二酸化炭素の割合は増加したが，酸素の割合は変化しなかった。 

カ 袋の中の気体にしめる二酸化炭素の割合は減少し，酸素の割合は増加した。 

キ 袋の中の気体にしめる二酸化炭素の割合は増加し，酸素の割合は減少した。 

 

問１  

問２  

問３  

問４  
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問１ イ 

問２ ヨウ素液 

問３ エ 

問４ カ 

 

問１ 葉に光を当てるとデンプンができるかどうかを調べているので，実験前，葉にデンプンが残っていないよう

にする。葉のデンプンは，一昼夜暗室に置くとからだの各部に運ばれてしまう。 

問２ ヨウ素液はデンプンに反応して青紫色に変わる。 

問３ 葉をアルミニウムはくでおおうと，光が当たらない。葉のふの部分は白っぽくて，緑色のもととなる葉緑体

がない。なお，調べる条件は１つだけを変えて行い，２つの条件が変わるｄは使わない。 

問４ 光合成では，二酸化炭素が吸収され，酸素が放出される。吹き込む息には二酸化炭素が多く含まれている。 
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【過去問 20】 

次の問いに答えよ。 

（愛知県 2007 年度 A） 

問１ ホウセンカの葉のはたらきを調べるため，次の〔実験〕を行った。 

〔実験〕 ① 葉の数と大きさ，茎の長さと太さをそろえた２本のホウセンカと，同じ形で同じ大きさの２本の

メスシリンダーを用意した。 

 ② １本のホウセンカには図１の処理を行い，もう１本のホウセンカには図２の処理を行って，それぞれ同

じ量の水が入ったメスシリンダーに入れた。しばらく放置した後に減少した水の量を調べた。 

  ただし，メスシリンダー内の水面から水の蒸発はなく，ワセリンは油の一種で水や水蒸気を通さないもの

とする。 

   

〔実験〕の結果，メスシリンダー内の減少した水の量は，図２の場合よりも図１の場合の方が多かった。この

理由について 35字以内で述べよ。 

 ただし，「葉に運ばれた水は，・・・」という書き出しで始め，「蒸散」，「表側」，「裏側」という語を用いるこ

と。 

（注意）句読点も１字に数えて，１字分のマスを使うこと。 

 

問１ 

葉 に 運 ば れ た 水 は ，    

            

            

 

問１ 

葉 に 運 ば れ た 水 は ， 葉 の 表 

側 よ り も 裏 側 か ら 多 く 蒸 散 

す る た め 。        

 

問１ 葉に運ばれた水は，葉の裏側に多い気孔から水蒸気となって空気中に出ていく(蒸散)。葉にワセリンをぬる

と気孔がふさがれ，蒸散できなくなる。 
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【過去問 21】 

被子植物の有性生殖について調べるため，次の〔実験１〕と〔実験２〕を行った。 

〔実験１〕 ① 水 100cm3に 10ｇの砂糖と１ｇの寒天を加え，加熱して溶かした。 

② この寒天溶液をスライドガラスに１，２滴落とし，冷やして固めた。 

③ 固まった寒天の上に，ある被子植物の花粉をまばらになるように落とし，カバーガラスをかけ

て図１のようなプレパラートをつくった。 

④ 少量の水を入れたペトリ皿の中に割りばしを置き，その上にプレパラートを置いてふたをし

た。 

⑤ しばらくしてからプレパラートをペトリ皿から取り出し，花粉を顕微鏡で観察しながらスケッ

チした。 

〔実験２〕 〔実験１〕とは別のある被子植物の果実をナイフで切り，その断面を観察した。 

  図２は，〔実験１〕の⑤でのスケッチであり，図３は，〔実験２〕で観察した果実の断面を模式的に表した

ものである。 

 

次の問１から問４までの問いに答えよ。 

（愛知県 2007 年度 B） 

問１ 次のＡからＤまでは，図１のプレパラートを観察するときの顕微鏡の操作方法の一部である。ＡからＤ

までのうち，接眼レンズをのぞきながら行う操作はどれか。最も適当なものを，下のアからシまでの中か

ら選んで，そのかな符号を書け。 

Ａ 対物レンズをレボルバーに取り付ける。 

Ｂ 視野全体が一様な明るさになるように反射鏡を調節する。 

Ｃ 調節ねじを回して，プレパラートと対物レンズの間隔をできるだけ狭くする。 

Ｄ 調節ねじを回して，プレパラートと対物レンズの間隔を広げながら，ピントを合わせる。 

ア Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ イ Ａ，Ｂ，Ｃ ウ Ａ，Ｃ，Ｄ エ Ｂ，Ｃ，Ｄ 

オ Ａ，Ｂ カ Ｂ，Ｃ キ Ｂ，Ｄ ク Ｃ，Ｄ 

ケ Ａ コ Ｂ サ Ｃ シ Ｄ 

 

問１  

 

問１ キ 

 

問１ プレパラートと対物レンズの間を狭くするときは(Ｃ)，横から見ながら操作する。 
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【過去問 22】 

図１は，アブラナの花のつくりを調べるため，一つの花を分解して，Ａ～Ｄの４つの部分に分けた
も

模
しき

式
ず

図で

ある。これについて，次の各問いに答えなさい。 

（三重県 2007 年度） 

 

問１ やくが含まれる部分はどれか，最も適当なものを上の図１のＡ～Ｄから一つ選び，その記号を書きなさ

い。 

問２ 上の図１のＡ～Ｄを花の一番外側にあるがくから中心に向けて順に並べるとどのようになるか，適切な

順に並べ，その記号を書きなさい。 

問３ 右の図２は，上の図１に示したＤの
し

子
ぼう

房のところだけを
たて

縦に切った断面のようすを

表した模式図である。○あで示した小さな
つぶ

粒
じょう

状のものを何というか，その
めい

名
しょう

称を書きな

さい。 

 

問４ 下の図３の①～④のように種子植物をなかま分けしたとき，アブラナと同じなかま

に入る植物はどれか，最も適当なものを下のア～エから一つ選び，その記号を書きなさ

い。 

 

ア ユリ イ アサガオ ウ サクラ エ マツ 

 

 

問１  

問２ →    →    → 

問３  

問４  
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問１ Ｂ 

問２ Ｃ → Ａ → Ｂ → Ｄ 

問３ 胚珠 

問４ ウ 

 

問１ やくはおしべの先にある。図１で，Ａは花びら，Ｂはおしべ，Ｃはがく，Ｄはめしべ。 

問２ 花の外側から中心に向かって，がく→花びら→おしべ→めしべと並んでいる。 

問３ めしべのもとの子
し

房
ぼう

の中に胚
はい

珠
しゅ

がある。 

問４ アブラナは被
ひ

子
し

植物の双
そう

子
し

葉
よう

類で，花びらが分かれている(図３の②)。 
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【過去問 23】 

植物の成長と，呼吸や光合成の関係を調べるため，次の実験や観察を行った。後の問１～問５の問いに答え

なさい。 

（滋賀県 2007 年度） 

【実験１】質量がほぼ同じダイズの種子をまき，成長のようすを図１のよう

に記録した。また，２日ごとに 20本ずつ抜き取り，十分に乾燥させ

た後の質量を測定して，その結果を図２のように表した。 

【実験２】２日ごとに，実験１とは別にダイズを 20 本ずつ抜き取り，ポリ

エチレンの袋に入れ，息を十分に吹きこんでから密閉した。 
 

 

 

 これらを数時間日光に当てた後，図

３のように，袋の中の気体を石灰水

に通した。表はその結果をまとめた

ものである。 

表  

経過日数 石灰水との反応 

２日 白くにごった 

４日 白くにごった 

６日 変化なし 

８日 変化なし 

【観察】ダイズの葉を 12 日目の午後３時と翌朝の午前５時に切りとり，カ

ミソリで糸状に切ってから温めたエタノールに浸した。これにうす

いヨウ素液を加えてプレパラートをつくり，顕微鏡で観察した。そ

の結果，午後３時のものは，図４のように細胞の中に青紫色に染ま

った小さな粒が見られたが，翌朝の午前５時のものは青紫色に染ま

らなかった。 

問１ ダイズは，発芽するために必要なエネルギーを何から得ているか。次のア

～ウから１つ選びなさい。 

ア 土に含まれる養分 イ 子葉の中のデンプン ウ 太陽の光 

 

問２ 実験２で，４日目までは白くにごった石灰水が６日目からは変化しなかっ

たことから，６日目からのダイズが，光合成によって取り入れた二酸化炭素

の量は，呼吸によって出した二酸化炭素の量に比べてどうなったといえる

か。次のア～ウから１つ選びなさい。 

ア 多くなった    イ 少なくなった    ウ 変わらなかった  

問３ 観察で，青紫色に染まった小さな粒は何か。書きなさい。 
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問４ 観察で，翌朝の午前５時のものが青紫色に染まらなかったのはなぜか。次のア～エから１つ選びなさ

い。 

ア 光合成によって作られた糖が，葉でデンプンに変えられ，体全体に運ばれたから。 

イ 光合成によって作られた糖が，体全体に運ばれてからデンプンに変わったから。 

ウ 光合成によって作られたデンプンが，葉で糖に変えられ，体全体に運ばれたから。 

エ 光合成によって作られたデンプンが，体全体に運ばれてから糖に変わったから。 

問５ 実験１で測定したダイズの質量は，10日を過ぎたころから増え始めた。それはなぜか。書きなさい。 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

問５ 
 

 

 

問１ イ 

問２ ア 

問３ 葉緑体 

問４ ウ 

問５ 
呼吸によって分解される栄養分の量よりも，光合成によってできる栄

養分の量の方が多くなったから。 

 

問１ 図２より，発芽してから６日目までは，乾燥後の質量が減少しているので，種子にたくわえられていた養分

(子葉の中のデンプン)を使っていることがわかる。 

問２ ４日目まで石灰水が白くにごったのは，呼吸により，二酸化炭素が放出されたから。６日目以降は光合成の

はたらきが呼吸を上まわり，二酸化炭素は吸収されて残っていない。 

問３ 光合成は，葉の細胞の中にある緑色の粒(葉緑体)で行われる。 

問４ 光合成によって作られたデンプンは，生命活動のエネルギー源として，また，からだをつくる材料として利

用されるため，からだの各部分の細胞まで運ばれる。デンプンは水に溶けないので，水に溶ける糖に変えられて

運ばれる。 

問５ 図１からわかるように，葉も大きくなり，光合成のはたらきがさかんになった。 
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【過去問 24】 

右のⅠ図のような顕微鏡を用いてツバキの葉の断面(横断面)とツユクサの葉の表皮の細胞を観察した。これ

について，次の問１・問２に答えよ。 

（京都府 2007 年度） 

問１ Ⅰ図の顕微鏡で，10倍の接眼レンズと４倍の対物レンズを用いて

観察するとき，顕微鏡の倍率は何倍になるか。また，次のⅡ図はツバ

キの葉の断面を観察したときのようすを示したものであり，Ⅲ図はス

テージを上から見たようすを示した模式図である。Ⅱ図のツバキの葉

の断面を観察者の視野の中央で見られるようにするには，プレパラー

トをどの向きに動かせばよいか，Ⅲ図のＡ～Ｄから１つ選べ。ただ

し，Ⅱ図・Ⅲ図の「観察者側」は顕微鏡に対する観察者の位置を示し

ている。  

  

問２ 右のⅣ図は，ツユクサの葉の表皮の細胞を，Ⅰ図の顕微鏡の倍率を高くして観

察し，スケッチしたものである。Ⅳ図のＥは，
み

三
か

日
づき

月形の細胞に囲まれたすきま

である。Ｅの部分を何というか，ひらがな３字で書け。また，次の文は，植物に

十分な光があたっているとき，呼吸や光合成によってＥから出入りする酸素と二

酸化炭素の量について述べたものである。 ａ ・ ｂ に入る語句の組み合わ

せとして，最も適当なものを，下の(ア)～(エ)から１つ選べ。 

 

植物に十分な光があたっているとき，酸素は出ていく量の方が入ってくる量より ａ 。また，二酸化

炭素は出ていく量の方が入ってくる量より ｂ 。 

 

 ａ ｂ 

(ア) 少ない 多い 

(イ) 多い 少ない 

(ウ) 少ない 少ない 

(エ) 多い 多い 

 

問１   倍  

問２     



1 生物の世界(中１) 植物・花のつくり・光合成・根・茎・葉・植物の分類 2007 年度 

40 

 

問１  40 倍 Ｃ 

問２ き こ う (イ) 

 

問１ 顕微鏡の倍率は「接眼レンズの倍率×対物レンズの倍率」で求められ，10×４＝40[倍]。顕微鏡の像は上下

左右が逆になっている。視野の左下にある像の実物は右上にあり，像を視野の中央にもってくるためにはプレ

パラートを左下に動かす。 

問２ 葉の表皮にあるすきまを気孔という。光が十分にあたっている植物では，光合成(酸素が出て二酸化炭素が入

る)の方が呼吸(二酸化炭素が出て酸素が入る)よりさかんである。 
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【過去問 25】 

ウメは「大阪府の花」であり，イチョウは「大阪府の木」である。Ｔさんは，これらの植物について調べ

た。次の問いに答えなさい。 

（大阪府 2007 年度 前期） 

問１ 図Ⅰはウメの花の断面を，図Ⅱはイチョウの花を，そ

れぞれスケッチしたものである。次の文中の  に入れ

るのに適している語を書きなさい。また，〔  〕から適

切なものを一つずつ選び，記号を書きなさい。 

被子植物の花にはめしべとおしべがあり，めしべの柱

頭におしべの花粉がつくことは ① と呼ばれている。

ウメは被子植物であり，図Ⅰ中のＡで示した部分は，子

房と呼ばれ，やがて果実になる。図Ⅰ中のＢで示した部

分は，子房の中にあり ② と呼ばれ，やがて種子にな

る。 

 

一方，イチョウは裸子植物であり，図Ⅱ中のＣで示した部分は，③〔ア 図Ⅰ中のＡで示した部分  イ 

図Ⅰ中のＢで示した部分〕と同じ名称で呼ばれ，むきだしのままついている。この部分が，やがて④〔ウ 果

実  エ 種子〕になり，その一部分が食用となる。 

問２ 次のうち，裸子植物はどれか。一つ選び，記号を書きなさい。 

ア マツ イ ユリ ウ エンドウ エ アサガオ 

次に，Ｔさんは，いくつかの被子植物について芽ばえのようすを調べたところ，子葉が１枚のものと子葉が

２枚のものがあることに気付いた。そこで，子葉が１枚の植物であるトウモロコシと子葉が２枚の植物である

ホウセンカについて，葉脈や根の特徴，茎の断面の特徴をそれぞれ調べた。 

問３ Ｔさんは，トウモロコシ，ホウセンカの葉脈や根の特徴を観

察し，それについて表Ⅰのような形にまとめたものを模造紙に

書いて発表することになった。下のア～エは，表Ⅰ中の①～④

にはり付けるために作った４枚のカードを示している。①～④

にはり付けるのに適しているカードはそれぞれどれか。ア～エか

ら一つずつ選び，記号を書きなさい。 

表Ⅰ 

   

植物名 子葉 
葉脈の

特徴 

根の 

特徴 

トウモロコシ １枚 ① ② 

ホウセンカ ２枚 ③ ④ 
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【観察】 赤く着色した水の中に，トウモロコシ，ホウセ

ンカの苗をそれぞれ数時間さしておいた。その後，こ

れらの苗を取り出し，茎をうすく輪切りにし，その断

面をルーぺや顕微鏡で観察した。図Ⅲは，それぞれの

茎の断面をスケッチしたものである。図Ⅲ中のＰ，Ｑ，

Ｒ，Ｓはいずれも管を示しており，Ｑで示した管とＳ

で示した管が赤く染まっていた。 

 

問４ 次の文中の   に入れるのに適している語を書きなさい。また，〔   〕から適切なものを一つ選

び，記号を書きなさい。 

図Ⅲ中のＰで示した管とＱで示した管とが集まっている部分，図Ⅲ中のＲで示した管とＳで示した管

とが集まっている部分は，いずれも ① と呼ばれている。これは，トウモロコシではばらばらに散らば

っており，ホウセンカでは輪のように並んでいる。また，図Ⅲ中のＱで示した管とＳで示した管は，いず

れも ② と呼ばれており，③〔ア 葉でつくられた  イ 根から吸収された〕物質が通る管である。 

 

問１ 

①  

②  

③  ④  

問２  

問３ 
①  ②  

③  ④  

問４ 

①  

②  

③  

 

問１ 

① 受粉 

② 胚珠 

③ イ ④ エ 

問２ ア 

問３ 
① イ ② エ 

③ ア ④ ウ 

問４ 

① 維管束 

② 道管 

③ イ 
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問１ 

① 花粉がめしべの柱頭につくことを受粉という。卵細胞(卵)の核と精細胞(精子)の核が合体する受精と区別する

こと。 

② 胚珠は子房の中にあり，やがて種子になる。子房は果実になる。 

③④ 図ⅡのＣはめばなにある胚珠で，図ⅠのＢと同じ名称で呼ばれている。 

問２ マツだけが裸子植物で，他は被子植物。 

問３ トウモロコシは単子葉類で，葉脈は平行，根はひげ根である。ホウセンカは双子葉類で，葉脈は網状，根に

は主根と側根がある。 

問４ 

① 単子葉類の茎の維管束(道管と師管が集まって束のようになった部分）は散らばっており，双子葉類の茎の維管

束は輪の形になっている。 

②③ 茎の中心側にあるＱとＳは道管で，根から吸収された水などが通る管である。茎の外側にあるＰとＲは師管

で，葉でつくられた養分が通る管である。 
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【過去問 26】 

次の図のＡ～Ｃは，マツ，ツユクサ，ホウセンカをスケッチしたものである。各問いに答えよ。 

（奈良県 2007 年度） 

 

 

  

問１ マツの枝の先にある雌花を，ルーぺを用いて観察した。 

① 右手に持ったルーぺで，左手に持った雌花を観察するときの，ピントの合

わせ方について説明した次のア～エのうち，正しいものを１つ選び，その記

号を書け。  

 

② 雌花のりん片をピンセットではがして，ルーぺを用いて観察した。図１は，そのときのスケッチであ

る。このりん片にみられる裸子植物の特徴を簡潔に書け。 

問２ 被子植物は，芽生えの子葉の数のちがいにより２つのなかまに分けられる。そのうち，ツユクサが入る

なかまを何というか。その名称を書け。また，このなかまに共通して見られる根の形の大まかな図を，解

答欄の茎の下に続けてかけ。 

問３ 食紅で着色した水にさしておいたホウセンカの茎を，かみそりの刃で輪切りにし，その断面を双眼実体

顕微鏡で観察した。図２は，そのときのスケッチである。赤く染まった部分には，着色した水が通った管

が集まっている。この管を何というか。その名称を書け。また，図３は，ホウセンカの葉をかみそりの刃

でうすく切り，その断面を顕微鏡で観察したときのスケッチである。この図で，根から吸収した水や肥料

分が通る管が集まっているのはどの部分か。ａ～ｄのうちから１つ選び，その記号を書け。 

問４ マツ，ツユクサ，ホウセンカの葉は，上から見ると重なり合わないようについている。それはなぜか。

植物がデンプンなどの栄養分をつくるはたらきを表す用語を用いて，簡潔に書け。 
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問１ 
①  

②  

問２ 

名称  

 

 (土の中) 

問３ 名称  記号  

問４  

 

問１ 
① ウ 

② 例  胚珠がむきだしになっている。 

問２ 

名称 単子葉類 

 例 

 

問３ 名称 道管 記号 ｂ 

問４ 例 光を効率よく受けて，光合成を行うため。 

 

問１ 

① ルーペでピントを合わせるとき，観察するものだけを前後に動かす。 

② 図１で，りん片の下側に見られる２つの突起状のものが胚珠である。図のように，胚珠はむきだしになってい

る。 

問２ ツユクサの葉は図のように平行に通っているので，ツユクサは単子葉類である。単子葉類の根は，茎の下か

らたくさんの細い根が出ている(ひげ根)。  

問３ 水が通る管を道管といい，ホウセンカのような双子葉類の茎では，輪の形(維管束の中心側)に並んでいる。

道管は，葉の葉脈では表側を通っている。図３のｄが師管。 

問４ 植物は，葉に日光を受けて光合成を行っている。葉にできるだけたくさんの日光が当たるように，葉は重な

り合わないでついている。 
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【過去問 27】 

アサガオについて，次の各問いに答えなさい。 

（鳥取県 2007 年度） 

問１ 種子が発芽するために，水，空気とともに必要な条件は何か，答えなさい。 

問２ アサガオが属するなかまの特徴について，あてはまらないものを，次のア～エからひとつ選び，記号で

答えなさい。 

ア 胚珠が子房に包まれている。 イ 葉脈は網目状に通っている。 

ウ 子葉は２枚である。 エ 根はひげ根からなる。 

問３ 光合成のしくみについて調べるため，アサガオのふ入りの葉を使って図１のような実験を行った。ふ入

りの葉とは，緑色でない部分（ふ）がまだらに入った葉のことである。 

実験 

操作１ 
はち

鉢植えしたアサガオの葉の一部をアルミニウムはくでお

おい，じゅうぶんに光を当てた。 

操作２ 葉をとり，しばらく熱湯につけて葉をやわらかくした後，

あたためたエタノールにひたして葉の緑色をぬいた。 

操作３ 操作２の葉を水にひたした後，ヨウ素液を入れたペトリ皿

に入れ，色の変化を観察した。 

結果 

図２は，操作１で用いた葉を拡大したものである。Ａの部分の

み青紫色に変色し，Ｂ，Ｃ，Ｄの部分は変化が見られなかった。 
 

  次の文は，結果について考察し

たものである。 

 文中の（ ① ）～（ ④ ）

にあてはまる適当な部分を，図２

のＡ～Ｄから選び，記号で答えな

さい。 

 

⑴ （ ① ）と（ ② ）の比較により，光合成は葉の緑色の部分で行われることがわかる。 

⑵ （ ③ ）と（ ④ ）の比較により，光合成には光が必要であることがわかる。 
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問１  

問２  

問３ 
⑴ ①  ②  

⑵ ③  ④  

 

問１ 適当な温度 

問２ エ 

問３ 
⑴ ① Ａ ② Ｃ 

⑵ ③ Ａ ④ Ｂ 

 

問１ 種子に養分がたくわえられているので，日光は必要ではない。 

問２ アサガオは双子葉類で，根は主根と側根からなる。 

問３ アルミニウムはくでおおわれた部分には光が当たらない。ふの部分には葉緑体がない。 
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【過去問 28】 

次の問いに答えなさい。 

（島根県 2007 年度） 

問１ 図１は，ある植物の花を模式的に表したものである。これ

について，次の１，２に答えなさい。 

（島根県 2007 年度） 

１ 図１のように，
はい

胚
しゅ

珠が
し

子
ぼう

房に包まれている植物のなかまを

何というか，その名称を答えなさい。 

２ 図１の中の胚珠は，この後変化すると何になるか。最も適

当なものを，次のア～エから一つ選んで記号で答えなさい。 

ア 根 イ 茎の一部 

ウ 
しゅ

種
し

子 エ 花粉 

 

 

問１ １  ２  

 

問１ １ 被子植物 ２ ウ 

 

問１ ２ 胚珠は種子に，子房は果実に変化する。 
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【過去問 29】 

次の問いに答えなさい。 

（広島県 2007 年度） 

問１ 図１はホウセンカのからだと茎の断面を，図２はトウモロコシのからだと茎の断面を，それぞれ模式的

に示したものです。これに関して，下の⑴～⑷に答えなさい。 

 

⑴ 図１のホウセンカのからだで，ホウセンカの根は主根と側根からなっています。被子植物のうち，主根

と側根をもつ植物をまとめて何といいますか。その名称を書きなさい。 

⑵ 図１のホウセンカの茎の断面と図２のトウモロコシの茎の断面で，維管束を黒くぬりつぶすとどうなり

ますか。次のア～エの中からそれぞれ選び，その記号を書きなさい。 

 

⑶ ホウセンカの葉と茎に，ポリエチレンの袋をかぶせて袋の口を閉じ，しばらくすると袋の内側に水滴が

つきました。この水滴について述べた次の文中の ① ・ ② にあてはまる語をそれぞれ書きなさい。 

葉の表皮にある ① から，水が ② という気体になって放出され，水滴になったと考えら 

れる。 

⑷ 次のⅠ～Ⅲは，植物の葉のはたらきをトウモロコシの葉を用いて調べる実験の操作について述べたもの

です。 

Ⅰ ポリエチレンの袋Ａにはトウモロコシの葉を入れ，ポリエチレンの袋Ｂには何も入れず，両方の袋

に息をふきこんで，袋の口を輪ゴムで閉じる。 

Ⅱ 袋Ａ・Ｂを日光に３時間あてる。 

Ⅲ 袋Ａ・Ｂの中の気体をそれぞれ石灰水に通す。 

Ⅲの操作をしたところ，袋Ｂの中の気体を通した石灰水は白くにごりましたが，袋Ａの中の気体を通した

石灰水は変化しませんでした。袋Ａの中の気体を通した石灰水が変化しなかったのはなぜだと考えられま

すか。葉のはたらきと関連づけて簡潔に書きなさい。 
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問１ 

⑴  

⑵ ホウセンカ  

 トウモロコシ  

⑶ ①  ②  

⑷ 

 

 

 

 

 

問１ 

⑴ 双子葉類 

⑵ ホウセンカ ア 

 トウモロコシ ウ 

⑶ ① 気孔 ② 水蒸気 

⑷ 
トウモロコシの葉が袋の中の二酸化炭素をとり入れて光合成を行い，

袋の中の二酸化炭素が減ったため。 

 

問１ 

⑴ 被子植物のうち，主根と側根をもつ植物のなかまを双子葉類という。 

⑵ ホウセンカのような双子葉類の茎の維管束は輪の形に並んでおり(ア)，トウモロコシのような単子葉類の茎の

維管束は散らばっている(ウ)。 

⑶ 葉の表皮にある気孔から，植物の体内の水が水蒸気となって空気中に出ていく現象を蒸散という。放出された

水蒸気が冷やされ，袋の内側に水滴となってつく。 

⑷ ふきこんだ息には二酸化炭素が多く含まれている。袋Ａでは，トウモロコシの葉が二酸化炭素をとり入れて光

合成を行い，二酸化炭素が減った。袋Ｂでは，二酸化炭素がそのまま残っている。 
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【過去問 30】 

ヒトのほおの内側にある粘膜の細胞を採取し，図１のような顕微鏡を使って観察

した。次の問いに答えなさい。 

（山口県 2007 年度） 

問１ 次の文章は，顕微鏡の使い方について説明したものの一部である。（ ）の

中のａ～ｄの語句について，正しい組み合わせを，下の１～４から選び，記号

で答えなさい。 

レンズは，（ａ 接眼レンズ  ｂ 対物レンズ）から先にとりつける。

また，ピントの調節は，接眼レンズをのぞきながら，調節ねじを回して，対物

レンズとステージ上のプレパラートとの間を（ｃ 近づけながら  ｄ 遠

ざけながら）行う。 

図１ 

 

図２ 

 

１ ａとｃ ２ ａとｄ ３ ｂとｃ ４ ｂとｄ 

 

問１  

 

問１ ２ 

 

問１ ピントを調節するときは，最初，対物レンズとプレパラートをできるだけ近づける。 
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【過去問 31】 

花のつくりに興味をもったＹさんは，春の校庭にある植物を観察した。下の問いに答えなさい。 

（山口県 2007 年度） 

Ｙさんは，はじめにイチョウの
め

雌
ばな

花を観察した。図１はそのときのスケッ

チである。ＹさんとＡ先生が図１を見ながら，次の  のように話した。 

Ｙさん「先生，イチョウの雌花を観察すると，丸いものが２つ見えま

した。これは
はい

胚
しゅ

珠ですね。」 

Ａ先生「そうだね。イチョウのような植物では，①胚珠がむき出しにな

っているから直接観察できるね。それでは，ほかの植物の花は

どうなっているかな。」 

そこで，Ｙさんは，咲いていたサクラの花をルーぺで観察したところ，

イチョウの雌花とは違ったつくりをしていることがわかったので，サク

ラの花を実験室に持ち帰り，めしべの断面を観察した。さらに，図書室で

サクラのめしべのつくりについて調べ，図２のようにまとめ，図２を見な

がらＡ先生と次の  のように話した。 

図１ 

 

図２ 

 

Ｙさん「先生，サクラの胚珠はイチョウとは違うところにあることがわかりました。サクラの花で

は，花粉がめしべの先端につくと花粉管がのび，その中を精細胞が卵細胞まで移動して，受

精するのですね。」 

Ａ先生「そうだね。精細胞や卵細胞は，受精をするために，体細胞分裂とは違う②特別な細胞分裂に

よってつくられるんだよ。」 

Ｙさん「わかりました。ところで，花だんに咲いていたチューリップは，昨年，球根を植えたもの

ですが，種子はできないのですか。」 

Ａ先生「いいところに気がついたね。種子ができるかどうかについて観察を続けてごらん。」 

その後，Ｙさんは，チューリップの観察を続けた。２か月後，めしべの一部がふくらんだ。Ｙさんがふ

くらんだ部分を割ってみると，中にたくさんの種子があったので，③チューリップにも種子ができること

がわかった。 

問１ 下線①について，イチョウのように胚珠がむき出しになっている植物のなかまを何というか。書きなさ

い。 

問２ 図２で，受精後に種子になる部分はどこか。該当する部分をすべてぬりつぶしなさい。 
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問１  

問２ 

図２ 

 

 

問１ 裸子植物 

問２ 

図２ 

 

 

問１ イチョウやマツ，スギなどは，胚珠がむき出し(裸)で，裸子植物とよばれる。 

問２ 胚珠は，子房の中の卵細胞をふくむ部分である。 
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【過去問 32】 

次の問いに答えなさい。 

（徳島県 2007 年度） 

問１ 図１は，顕微鏡を用いて，ミカヅキモを低倍率で見たときの視野である。

ミカヅキモは左上に小さく見え，見やすい明るさであった。 

 次の文は，高倍率でくわしく観察するために，引き続き行った操作を述べ

たものである。（ ① ）・（ ② ）にあてはまる語句の組み合わせとして

正しいものはどれか，ア～エから１つ選びなさい。 

低倍率のままで，プレパラートを（ ① ）に動かし，ミカヅキモを視野の中

央に移動させた。次に，レボルバーを回し，高倍率の対物レンズにかえてから，

しぼり板を回してプレパラートに入る光の量を（ ② ）した。 

 

ア ①右下，②多く イ ①右下，②少なく ウ ①左上，②多く エ ①左上，②少なく 

 

問１  

 

問１ ウ 

 

問１ 顕微鏡による像は上下左右が逆になるので，実物は右下にある。中央へは左上に移動させる。 
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【過去問 33】 

次の問いに答えなさい。 

（香川県 2007 年度） 

問１ 次郎さんは，細胞のつくりを調べるために，いろいろな細胞を，核を染色して，顕微鏡で観察し

た。これに関して，次の⑴～⑶の問いに答えよ。 

⑴ 次の文は，顕微鏡を使って細胞を観察するときの操作方法について述べようとしたものである。文中の

Ｘ，Ｙの   内にあてはまる言葉の組み合わせとして最も適当なものを，下の表のア～エから一つ選ん

で，その記号を書け。 

顕微鏡で細胞を観察するとき，視野の明るさが不均一の

場合， Ｘ を動かして，視野全体を一様に明るくする。

次に， Ｙ を動かして，見やすい明るさに調節する。 

 Ｘ Ｙ 

ア 反射鏡 調節ねじ 

イ 反射鏡 しぼり 

ウ 反射鏡 レボルバー 

エ レボルバー 反射鏡 

問２ 友子さんは，光合成について調べるために，ふ入りの葉をもつアサガオを使って次のような実験をし

た。 

 次の図Ⅰのようなふ入りの葉を選び，図Ⅱのように葉の一部をアルミニウムはくで表裏ともにおおい，

その葉にじゅうぶんに日光を当てた。その葉を切り取り，アルミニウムはくをはずして熱湯にひたした

後，あたためたエタノールの中に入れて葉の緑色をぬいた。緑色をぬいた葉を水洗いした後，ヨウ素液に

ひたした。図Ⅲはその結果を示したものであり，ａ～ｄで示した部分のうち，ａの部分だけが青紫色にな

った。これに関して，あとの⑴～⑶の問いに答えよ。 

図Ⅰ 図Ⅱ 図Ⅲ 

  

 

⑴ この実験で，図Ⅲのａの部分が青紫色になったことから，ａの部分には，ある有機物が含まれているこ

とがわかる。その有機物の名称を書け。 

⑵ 次の文は，友子さんが実験結果をもとに，光合成について述べようとしたものである。文中のＸ，Ｙの   

内にあてはまる図Ⅲのａ～ｄの記号の組み合わせとして最も適当なものを，下の表の①～④からそれぞれ

一つずつ選んで，その番号を書け。 

図Ⅲの Ｘ の部分を比べることによって，光合成には日光が必要であ

ることがわかる。また，図Ⅲの Ｙ の部分を比べることによって，光合

成は葉の緑色の部分で行われることがわかる。 

① ａとｂ 

② ａとｄ 

③ ｂとｃ 

④ ｃとｄ 
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⑶ 実験結果から，光合成には日光が必要であることがわかった。植物が光合成によって有機物をつくるた

めには，日光のほかに原料として，ある気体と水が必要である。ある気体とは何か。その気体の化学式を

書け。 

 

問１ ⑴  

問２ 

⑴  

⑵ Ｘ  Ｙ  

⑶  

 

問１ ⑴ イ 

問２ 

⑴ デンプン 

⑵ Ｘ ② Ｙ ① 

⑶ ＣＯ２ 

 

問１ ⑴ 反射鏡は明るさが不均一のとき，しぼりは明るさを調節するときに使用する。 

問２ 

⑵ アルミニウムはくでおおうと日光が当たらない。葉のふ入りの部分には葉緑体がない。ｃのように，アルミニ

ウムはくとふ入りという，条件が２つ重なっているところは使わない。 

⑶ 光合成の反応は，「水＋二酸化炭素→デンプンなど＋酸素」で表される。 
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【過去問 34】 

２種類の火成岩Ａ，Ｂの一面をみがき，それ

ぞれの色やつくりを肉眼や図のようなルーペで

観察した。表は，火成岩Ａ，Ｂのスケッチと観察

結果をまとめたものである。このことについて，

次の問いに答えなさい。 

（高知県 2007 年度） 

 

 

問１ 火成岩を手に持って，表面を観察するときのルーペの使い方について正しく述べたものはどれか。次の

ア～エから一つ選び，その記号を書け。 

ア ルーペを目に近づけ，火成岩を前後に動かして，よく見える位置で観察する。 

イ ルーペを火成岩に近づけ，顔を前後に動かして，よく見える位置で観察する。 

ウ 火成岩を目から 20cmほど離し，ルーペを前後に動かして，よく見える位置で観察する。 

エ ルーペと目，ルーペと火成岩の距離をそれぞれ 20cmほどに保ち観察する。 

 

問１  

 

問１ ア 

 

問１ ルーペは目に近づけて固定し，観察するものを前後に動かしてピントを合わせる。 
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【過去問 35】 

植物のからだのつくりとはたらき，および植物のふえ方について，各問いに答えなさい。 

（佐賀県 2007 年度 後期） 

問１ ウメのめしべの先端を双眼実体顕微鏡で観察した。⑴，⑵の問いに答えなさい。 

⑴ 双眼実体顕微鏡で観察したとき，その見え方の特徴を簡潔に書きなさい。ただし，大きく見えるという

こと以外の特徴を書くこと。 

⑵ めしべの先端には花粉がついていた。このことを何というか，書きなさい。 

問２ 花をさかせて種子をつくる種子植物には，被子植物と裸子植物がある。図１は，被子植物のめしべの断

面の模式図，図２は，果実の断面の模式図である。問いに答えなさい。 
   

⑶ 被子植物の特徴を「子房」，「胚珠」という二つの語句を用いて，簡潔に書きなさい。 

問３ 種子植物は種子によってなかまをふやし，子孫を残していく。次の文は，ある被子植物の発芽から成長

までのようすである。⑴，⑵の問いに答えなさい。 

ある被子植物の種子を発芽させたところ，子葉が２枚出てきた。この芽を成長させ，植物体全体を観察

したところ，葉脈は（ ① ）であり，根は主根・側根の区別が（ ② ）。この被子植物は，やがて花

をさかせ，新しい種子をつくった。 

⑴ 文中の（ ① ），（ ② ）に入る語句の組合せとして正しいものを，次のア～エの中から一つ選び，

記号を書きなさい。 

 ① ② 

ア 平行脈 あった 

イ 平行脈 なかった 

ウ 網状脈 あった 

エ 網状脈 なかった 

⑵ 上の文の特徴をもつ被子植物のグループを何というか，書きなさい。 
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問１ 
⑴  

⑵  

問２ ⑶  

問３ 
⑴  

⑵  

 

問１ 
⑴ 立体的に見える。 

⑵ 受粉 

問２ ⑶ 胚珠が子房の中にある。 

問３ 
⑴ ウ 

⑵ 双子葉類 

 

問１ 

⑴ 双眼実体顕微鏡は両目で観察するので，像が立体的に見える。 

⑵ 花粉がめしべの先端の柱頭につくことを受粉という。受精と区別すること。 

問３ 子葉を２枚もつ植物のなかまは双子葉類で，葉脈は網状脈，根は主根と側根をもつ。 
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【過去問 36】 

火山の
ふん

噴
しゅつ

出
ぶつ

物について，次の問いに答えなさい。 

（長崎県 2007 年度） 

問１ 図１は，
か

火
ざん

山
ばい

灰に含まれる
こう

鉱
ぶつ

物などを，拡大して両目で立体的に観察する

時に使われる器具である。この器具の名称を書け。 

 
 

問１  

 

問１ 双眼実体顕微鏡 
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【過去問 37】 

植物の葉のはたらきを調べるために，次の実験を行った。問１～問５の問いに答えなさい。 

（大分県 2007 年度） 

 ポリエチレンの袋を４つ用意し，２

つの袋には新鮮な植物の葉を入れ，残

りの２つには何も入れず， 

［図１］のようなＡ～Ｄの装置をつくっ

た。  

 ＡとＢは，空気を入れてふくらませ，ピンチコックで閉じた後，光のあた

らない場所に置いた。２時間後，ピンチコックを開けて［図２］のように，

袋の中の気体を石灰水の中に押し出した。 

 ＣとＤは，呼気を吹きこんでふくらませ，ピンチコックで閉じた後，よく

光のあたる場所に置いた。２時間後， と同様にピンチコックを開けて袋の

中の気体を石灰水の中に押し出した。 

 [表］は， ， の結果をまとめたものである。 

 

 

［表］ 装置 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 石灰水の色の変化 白くにごった 変化しなかった 変化しなかった 白くにごった 

問１ で，Ｂを用いた実験は，植物の葉以外の条件をＡと同じにして結果を比較するためのものである。こ

のような実験を何というか，書きなさい。 

問２ の結果からどのようなことがいえるか，簡潔に書きなさい。 

問３ ［図３］は，植物の葉の２つのはたらきⅠ，Ⅱによる気体の出入

りを模式的に示したものである。 で，光があたっているときのＣの

葉のはたらきとして適切なものを，ア～オから１つ選び，記号で書き

なさい。 

ア Ⅰだけを行っている。 

イ Ⅱだけを行っている。 

ウ ⅠとⅡの両方を行っているが，ⅠよりⅡの方がさかんである。 

エ ⅠとⅡの両方を行っているが，ⅡよりⅠの方がさかんである。 

オ ⅠとⅡの両方を同じ程度行っている。 
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問５ [図５］は，ある植物の根の断面のようすをスケッチしたものであ

る。［図３］のⅠのはたらきでつくられたデンプンは，どのようにし

て根を移動するか。ア～エから１つ選び，記号で書きなさい。 

ア デンプンのまま，Ｘの管を通って移動する。 

イ デンプンのまま，Ｙの管を通って移動する。 

ウ 水に溶けやすい物質に変えられ，Ｘの管を通って移動する。 

エ 水に溶けやすい物質に変えられ，Ｙの管を通って移動する。 

 

 

問１  

問２  

問３  

問５  

 

問１ 対照実験 

問２ 例 植物の葉が二酸化炭素を出した。 

問３ エ 

問５ ウ 

 

問１ 石灰水を変化させた気体が，植物の葉から出たものであることを確認するために行う。 

問２ 表より，植物の葉があると石灰水が白くにごり，葉がないときは石灰水に変化は見られない。 

問３ [図３]で，はたらきⅠは二酸化炭素を取り入れて酸素を出す光合成，Ⅱは酸素を取り入れて二酸化炭素を出

す呼吸である。呼吸は昼も夜も行われ，光があたっているときは光合成がさかんに行われる。 

問５ デンプンは水に溶けにくいので，水に溶けやすい糖に変えられて，師管を通って運ばれる。根では，道管Ｙ

が中央にあり，師管Ｘが周辺部にある。 
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【過去問 38】 

次のⅠ，Ⅱについて各問に答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2007 年度） 

Ⅰ 図のＡ～Ｄは，学校の近くの池にすむ生物を顕微鏡で観察し，スケッチしたものである。ただし， 

（  ）内はスケッチしたときの顕微鏡の倍率を示したものである。 

 

問１ 図のうち，実物の大きさが最も大きいものはどれか。 

問２ 次の文中の Ｘ ， Ｙ にあてはまることばの組み合わせとして正しいものを表から選べ。 

ミカヅキモを観察するのに，対物レンズの倍率を 10 倍から

40 倍にかえると，顕微鏡の視野は Ｘ なり，対物レンズと

プレパラートの距離は Ｙ なる。 

表   

 Ｘ Ｙ 

ア 広く 遠く 

イ 広く 近く 

ウ せまく 遠く 

エ せまく 近く 

問３ ミカヅキモなどの小さな緑色の植物，ミジンコ，メダカを１つの水
そう

槽で飼育し，その水槽内では生物ど

うしの数量関係がつり合いを保っていた。水槽からメダカをすべて他に移したところ，数量関係が変化

し，やがてミジンコがほとんど観察されなくなった。メダカを移した後，ミジンコの数量はどのように変

化したか。 

Ⅱ 図は，ジャガイモの葉でつくられた養分の流れを模式的に示したものである。 

問１ 光合成によってデンプンがつくられるとき，原料となる物質の名称を２つ答えよ。 

問２ 次の文中の ａ ， ｂ にあてはまることばを書け。 

葉でつくられたデンプンは，水にとける物質である ａ にかえられ，

維管束の中の ｂ を通り，細胞に運ばれて生きるためのエネルギーと

して使われる。また，一部は養分としてたくわえられて，いもになる。 

 

問３ ジャガイモは，地下の茎にデンプンがたくわえられてできたいもから芽

が出て成長し，新しい個体をつくることができる。 

⑴ このようなふえ方を何というか。 

⑵ ⑴のふえ方でできる新しい個体の特徴を書け。 
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問４ 昼間の植物の，光合成と呼吸について，正しく述べているものはどれか。 

ア 光合成は行うが，呼吸は行わない。 イ 光合成は行わないが，呼吸は行う。 

ウ 光合成と呼吸を同時に行う。 エ 光合成と呼吸を交互に行う。 

 

Ⅰ 

問１  

問２  

問３  

Ⅱ 

問１  

問２ ａ  ｂ  

問４  

 

Ⅰ 

問１ Ａ 

問２ エ 

問３ はじめ増加し，しだいに減少した。 

Ⅱ 

問１ 水，二酸化炭素 

問２ ａ 糖 ｂ 師管 

問４ ウ 

 

Ⅰ 

問１ 図の大きさはほぼ同じなので，倍率が小さいほど実物は大きい。 

問２ 対物レンズの倍率が高くなると，対物レンズが長くなり，プレパラートとの距離が近くなる。 

問３ ミジンコははじめメダカがいなくなって増加するが，やがてえさの植物が少なくなって減少する。 

Ⅱ 

問１ 光合成の反応は「二酸化炭素＋水→デンプンなど＋酸素」と表される。 

問２ デンプンは水にとけにくいので，水にとける糖にかえられ，師管を通って運ばれる。 

問４ 呼吸は昼も夜も行われる。光合成は，光が当たる昼だけ行われる。 
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【過去問 39】 

次の問に答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2007 年度） 

Ⅰ 図は，鹿児島県のある地層で見つかったブナの葉の化石である。 

問２ 図の化石から，ブナは被子植物の双子葉類であることがわ

かる。双子葉類のなかまについて，その葉脈の特徴を書け。 

 

 

Ⅰ 問２  

 

Ⅰ 問２ 網目状になっている。 

 

Ⅰ 問２ 図からもわかるように，葉脈(葉にあるすじ)は網目状になっている。 
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【過去問 40】 

Ａ君は図１のように，メダカを水の入ったチャックつきビニルぶくろに入れ顕微鏡で観察した。図２はその

メダカの尾の一部のスケッチである。その後，ヒトの血液や器官のはたらきについて調べてわかったことをまと

めた。次の各問いに答えなさい。 

（沖縄県 2007 年度） 

メダカを観察したときのメモ 

⑴メダカは口をぱくぱくさせ，えらを動かしていた。 

⑵メダカの体は外側からでも①背骨が見えた。 

⑶メダカの尾の細い血管にはたくさんの②粒状の赤いものが

流れているのが見えた。 

 

 

調べてわかったこと 

⑴メダカの尾の細い血管に見られた③粒状の赤いものは，ヒ

トにもみられ酸素を運ぶはたらきがある。 

⑵その細い血管は（ ③ ）血管といい，ヒトの体にもはり

めぐらされている。そして，細胞で必要な酸素や栄養分，

不要な物質をその血管からしみ出した組織液を通して交

換している。 

⑶ヒトの場合，鼻や口から取り入れた酸素と血液中の二酸化

炭素は（ ④ ）で交換する。 

⑷タンパク質が分解されると有害なアンモニアが生じる。ヒ

トの場合，アンモニアは血液で運ばれ，（ ⑤ ）でほとん

ど無害な尿素にかえられる。そして，その尿素は（ ⑥ ）

でこし出され尿として
はい

排
しゅつ

出される。 

 

問１ 次のａ～ｅの顕微鏡の一般的な操作について，正しい操作の順序を示したのはどれか。最も適当なもの

を，次のア～エから１つ選び記号で答えなさい。 

ａ 対物レンズを一番倍率の低いものにする。 

ｂ 接眼レンズをのぞき，プレパラートと対物レンズを遠ざけながら，ピントを合わせる。 

ｃ 接眼レンズをのぞき，反射鏡の角度を調節し，視野を明るくする。 

ｄ プレパラートをステージにのせ，横から見ながら調節ねじを回してプレバラートと対物レンズを近づ

ける。 

ｅ 見たいものを視野の中央によせて，対物レンズを高い倍率にする。 

ア ａ→ｃ→ｄ→ｂ→ｅ イ ａ→ｂ→ｄ→ｃ→ｅ 

ウ ｄ→ａ→ｅ→ｂ→ｃ エ ｅ→ａ→ｂ→ｃ→ｄ 

 

問１  
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問１ ア 

 

問１ 倍率は低倍率から高倍率へ。ピント合わせは，プレパラートと対物レンズを近づけてから遠ざける。 

 

 


